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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
現在、当施設では、咀嚼・嚥下障害のある方に対して、ミキサー食、超きざみ食、きざみ食を提供しているが、より安全で、喜ばれる食形態を検討した結果、「ムース食」及び「高齢者ソフト食」の提供を試みることとなった。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市販の嚥下障害者用食材の使用にあわせて、ソフティアのSOL及びＧＥＬを使用し、厨房内でムース食及び高齢者ソフト食を作成し、提供を行った。3日間の昼食と夕食で提供し、利用者、言語聴覚士、介護職員、調理師それぞれの立場からの意見を聞き、今後の本格的導入の検討を行った。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

どちらの形態についても、味や、口への運びやすさや、見た目について、良い評価を得た。ムース食については、かき込み傾向にある方に対して、窒息の危険性からペーストの形態が必要。高齢者ソフト食については、刻んである状態を好まれる方もいた。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

安全で、喜ばれる食事を提供するという視点からは一律の導入は難しく、一人一人の嗜好と状態を評価して、食形態を選んでいく必要がある。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市販の製品の使用だけではなく、手作りのムース食、ソフト食を提供していくにあたり、毎回、同じ状態で提供できることが必要であり、また、どうしたら全ての料理をムース食、ソフト食対応にすることができるのかが今後の課題でもある。さらに研究を続けてレシピの確立を行いたいと考える。

